
■不法投棄産業廃棄物の撤去実績について

平成２０年度は、約１５万６千トンの廃棄物を撤去しました。

不法投棄された廃棄物の量は約９９万９千トンと見込んでいますが、撤去量は平成１６年度からの累計

で約３０万５千トンとなり、全体の進捗率は３０．５％となりました。

なお、平成２０年度までの撤去実績は下の表のとおりです。

【平成２０年度（平成２１年３月３１日）までの撤去状況】 （撤去量の単位：トン）

区 分 一次撤去 本格撤去 合計

年 度 平成16～18年度 平成19年度 平成20年度 平成16～20年度

作業日数 521 209 236 966

台数 撤去量 台数 撤去量 台数 撤去量 台数 撤去量
撤去実績

9,004 97,203 4,643 51,440 13,921 156,516 27,568 305,159

■平成２１年度の不法投棄産業廃棄物の撤去について

平成２１年度の廃棄物の搬出作業は４月６日から開始しました。

今年度は年間１９万４千トンの廃棄物撤去を行う計画です。また、新たに三菱マテリアル株式会社（東

通村）へ、５月２２日から搬出を予定しています。これにより、廃棄物は加熱処理５施設、埋立処分２施

設に処理を委託することになりました。

運搬は、１日あたり最大１０２台の搬出車両が２～３台ずつのグループで運行します。運行に当たって

は、法定速度の遵守など、安全・安心を最優先して行います。

平成２４年度までの全量撤去に向けて、今後とも安全かつ計画的に撤去を進めていきますので、引き続

き町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

【平成２１年５月２６日以降の最大搬出車両台数】

八戸方面 三戸方面 青森方面 下北方面 合計

台 数 ３６ ３４ １５ １７ １０２

■地山の公開について

現場南側エリアでは、廃棄物の撤去が進み、地山が露出してきました。

廃棄物を撤去した後の地山かどうかの判定は、公開による目視確認及び重機を使った試掘により確認す

ることとしています。また、公開後には、地山のＶＯＣ調査及び重金属等調査を行い、安全を確認します。

公開による地山の試掘を来月予定していますが、日程の詳細が決まり次第、県境再生対策室ホームペー

ジなどでお知らせすることとしております。

■第２７回県境不法投棄現場原状回復対策推進協議会の開催について

４月１１日（土）午前１０時より、青森市の青森県観光物産館（アスパム）において第２７回協議会を

開催しました。
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始めに青森・岩手県境不法投棄現場環境再生の全国提案募集で選定され

た提案者（①八戸市森林組合、②東急建設(株)、③NPO・最終処分場技術

システム研究協会、④慶應義塾大学藤倉研究会、⑤八戸工業大学）に名古

屋環境生活部長から知事表彰、松橋町長から副賞として田子にんにく一坪

オーナーの権利と田子牛の牛肉の目録が授与されました。

協議会では、各提案者から提案内容のプレゼンテーションが行われた後、

これまで協議会が整理してきた環境再生の方向性（市民参加による自然（森

林）再生、地域の振興、教訓等の継承・発信）を基に、地域性、情報発信

性、実現可能性などの面から協議し、提案内容の評価などを行いました。

協議では、資料館や県民参加型の植樹が高く評価されたほか、地域振興や新たな魅力の創造などについ

ての意見が出されました。

県では、協議会の提言を踏まえて、今後、実現可能性等について検討しながら、今年秋を目処に環境再

生計画として取りまとめる予定です。

第２８回の協議会は７月２５日（土）に八戸市（ユートリー）での開催を予定しています。

■周辺環境モニタリング調査結果について

○ モニタリング調査結果（平成２０年度：第１１回目）

①平成２０年２月４日に周辺河川・湧水等６地点、周辺地下水５地点、遮水壁内地下水２地点の水質

②平成２０年１月１７日から２３日にかけて、上郷地区の大気汚染物質

③平成２１年１月２１日から２２日にかけて、現場敷地境界３地点の有害大気汚染物質

④平成２１年１月２１日に上郷地区ほか２地点の騒音振動

について調査を実施したところ、全ての地点で「環境基準値（振動については要請限度値※）」を

下回りました。

※要請限度値：環境省が定める道路交通振動により道路周辺の生活環境が著しく損なわれるとされる値

○ モニタリング調査結果（平成２０年度：第１２回目）

平成２１年３月４日に周辺河川・湧水等７地点、周辺地下水５地点の水質について実施したところ、

全ての地点で「環境基準値」を下回りました。

■平成２１年度の業務委託及び工事請負業者について(5月15日現在)

平成２１年度の業務委託及び工事請負業者について、下の表のとおり決定しました。

業務及び工事名 業者名

運搬・処分業務（焼却・溶融） 県境再生共同企業体

運搬・処分業務（焼却・焼成その１） 八戸セメント県境再生共同企業体

業 運搬・処分業務（焼却・焼成その２） 奥羽クリーンテクノロジー県境再生共同企業体

運搬・処分業務（焼却・焼成その３） マテリアル共同企業体

務 運搬・処分業務（廃プラ・木くずの焼却） 株式会社庄司興業所

運搬・処分業務（最終処分その１） 三戸ウェイストパーク県境再生共同企業体

委 運搬・処分業務（最終処分その２） 青森クリーン共同企業体

浸出水処理施設運転・維持管理業務 クボタ環境サービス株式会社東北支社

託 撤去総括管理業務 株式会社建設技術研究所東北支社

撤去常駐管理業務 財団法人青森県建設技術センター

施工管理業務 財団法人青森県建設技術センター

車両誘導 株式会社トスネット
工
事 廃棄物掘削工事 穂積・石上特定建設工事共同企業体
請
負 廃棄物処理委託工事（その１） 日本国土・川村・平葭特定建設工事共同企業体

【県境不法投棄事案に関するお問い合わせ、ご意見等は、田子町現地事務所まで（TEL 20-7044）】

なお、県境再生対策室のホームページで、 現地事務所だよりのカラー版や各種お知らせ、資料な

どを見ることができます（http://www.pref.aomori.lg.jp/nature/kankyo/tayori.html）。

知事表彰の状況

田子町の企業も、共同企業体の構成

員として、業務に携わっています。

・三田建材運輸株式会社

県境再生共同企業体

八戸セメント県境再生共同企業体

三戸ｳｪｲｽﾄﾊﾟｰｸ県境再生共同企業体

青森クリーン共同企業体

・金加運輸有限会社

県境再生共同企業体

八戸セメント県境再生共同企業体

三戸ｳｪｲｽﾄﾊﾟｰｸ県境再生共同企業体

青森クリーン県境再生共同企業体

・釜渕運送有限会社

三戸ｳｪｲｽﾄﾊﾟｰｸ県境再生共同企業体

青森クリーン県境再生共同企業体


